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	製品名: LASS4ウサギポリクローナル抗体
	カタログ番号: APRab13221
	概要
	説明
	宿主
	応用
	反応性
	標識
	修飾

	応用
	抗原情報
	背景
	機能：真の（ジヒドロ）セラミド合成酵素またはその活性調節因子のいずれかである可能性があります。細胞内で過剰発現すると、フモニシンB1非依存的に、異なる脂肪酸供与体（N結合型ステアロイル（C18）またはアラキドイル（C20）セラミド）を含むスフィンゴ脂質の産生に関与します。,類似性：ホメオボックスDNA結合ドメインを1つ含みます。,類似性：TLC（TRAM/LAG1/CLN8）ドメインを1つ含みます。,機能：真の（ジヒドロ）セラミド合成酵素またはその活性調節因子のいずれかです。細胞内で過剰発現すると、フモニシンB1に依存しない方法で、異なる脂肪酸供与体（N結合ステアロイル（C18）またはアラキドイル（C20）セラミド）を含むスフィンゴ脂質の生成に関与します。,類似性：1つのホメオボックスDNA結合ドメインを含みます。,類似性：1つのTLC（TRAM / LAG1 / CLN8）ドメインを含みます。,
	研究分野
	-
	画像データ
	

	LASS4抗体を用いたパラフィン包埋ヒト脳組織の免疫組織化学染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした画像です。
	

	LASS4抗体を用いたHUVEC、COLO、Jurkat細胞のライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	LASS4ポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット解析

